
長崎大学の教育理念と目標 

 長崎は，世界に開かれた日本の窓口として多文化交流の先駆的役割を果たしてきた国際都市

であり，被ばく体験をもとに世界の恒久平和を宣言した平和都市です。この地に立地する大学

として，長崎大学は歴史に根づく融合と調和，創意工夫と平和希求の精神を継承しつつ，教育

研究の高度化と個性化を図っています。本学は，新たな知の創造と社会の調和的発展に貢献で

きる心豊かな人材の育成によって，世界に向けた情報発信拠点であり続けることを目標として

います。 

この目標を達成すべく，以下に挙げる３つのポリシーに基づいた学士課程教育を行います。 

長崎大学のディプロマ・ポリシー 

長崎大学は，４年間あるいは６年間の教育プログラムに定められた単位を修得し， 

１．自ら学び，考え，主張し，行動することができる。 

２．分野・領域を超えて活用できる汎用可能な技能を身につけている。 

３．専門職業人や研究者としての基盤的知識・技能を習得し，高い倫理観を身につけている。 

４．地球環境と社会の多様性を理解している。 

５．主体性をもって他者と協働できる。 

６．地域社会および将来世代に貢献するグローバルな視点を身につけている。 

と認められた者に対し，学位(学士)を授与します。 
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⻑崎⼤学のカリキュラム・ポリシー

【令和７年度以降⼊学者】
⻑崎⼤学の教育プログラムは，教養教育と専⾨教育で構成されます。
教養教育では，⼤学⼊学時までに培われてきた総合的な学⼒を前提に，教養基礎科⽬，

プラネタリーヘルス科⽬，選択科⽬，また留学⽣にあっては留学⽣⽤科⽬を履修すること
で，社会に貢献できる市⺠として求められる多様な基礎的知識を学修し，⾃主的に考え発
信する能⼒，論理的・批判的に物事を考える能⼒，⽇本語および英語などによるコミュニ
ケーションを⾏う能⼒，数量的スキル，情報リテラシーなどのいわゆる汎⽤的技能，なら
びに継続的に学び⾃らを⾼め変⾰しようとする態度，他者と協調・協働して問題解決にあ
たる態度，⾃らに課せられた責任を全うする態度，グローバルかつ地域の視点から多様性
を理解する態度・志向性を⾝につけます。

知識や理解，汎⽤的技能についてはそれぞれの授業において，態度・志向性については
種々のアンケートやテストによって伸⻑の度合いを確認します。

専⾨教育では，教養教育で培われた⼒をさらに伸ばすとともに，専⾨的な知識・技能，
⾼い倫理観，ならびにそれぞれの分野・領域に特有の汎⽤的技能，態度・志向性を⾝につ
けます。

授業は講義，演習，実験，実習等の形式で⾏われます。授業には学⽣の主体性や協働性
を涵養するようアクティブ・ラーニングを促す⼿法や少⼈数による教育を積極的に取り⼊
れます。

授業の成績評価は，定期試験の結果，レポートや課題，ディスカッション，プレゼンテ
ーションの成果，授業やゼミナールへ取り組む意欲・態度などの観点から⾏います。評価
の結果，学修成果が⼀定の⽔準に達したと担当教員が認めた場合に単位が認定されます。

すべての授業科⽬で，学⽣が⾃らの学修の振り返りを⾏うための授業アンケート（受講
ふり返り）を実施します。このアンケートはそれぞれの授業改善のためにも活⽤されます。
さらに，⼊学時，卒業時の意識調査や学修⾏動調査等を実施することで学⽣の学修達成状
況を把握し，その結果を⼤学教育の常なる改善に役⽴てます。

学⽣は学修ポートフォリオシステムに⾃らの学修成果を随時蓄積します。学修ポートフ
ォリオを振り返ることで⾃らの成⻑の軌跡を確認することができます。また，学修ポート
フォリオはメンター教員による学⽣への指導・助⾔の資料として利⽤されます。さらに，
卒業時には⼤学における学修成果の総合評価のための資料としても活⽤されます。
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科⽬に関する別表（令和７年度以降⼊学者）
科⽬等

資質等
企業活動と社会 ⽇本国憲法
⽼いと健康 お⾦をとおして社会・⼈間を考える
ビギナーのための有機化学 ボランティアを通して地域を知る
⼈から⾒た⽔産業 解放講座
対⼈関係を考える 法学⼊⾨

など など

初年次セミナー 情報化の役割と課題
プレゼンテーション基礎疾病の回復を促進
する薬

海洋⾷料資源の応⽤ ⾝のまわりの科学
ことばの世界 コミュニケーション概論
ストレスと健康 ⾷の科学
教育と未来 など

など
情報と社会 芸術の世界

対⼈関係の社会学
⼯学から⾒た安全安⼼（エネルギーと資
源）

国際社会と平和 経済学
核兵器とは何か ゲーム理論⼊⾨
環境倫理学 など

など
語学 ことばの世界 ⽇本語上級Ⅰ−Ⅱ
（総合英語Ⅰ−Ⅱ オランダの⾔語
 英語コミⅠ−Ⅱ フランス語の⾔語と⽂化

など） 韓国の⾔語と⽂化
⽂字と社会

など
情報リテラシー⼊⾨ 社会とマスメディア
応⽤情報処理 暮らしの中の化学

地球温暖化を考える
など

データサイエンス概論 情報の活⽤ データの科学
統計学概論 医療・⽣命情報学 ⾝の回りの物理科学

データの科学的分析と可視化の実践論 統計解析の初歩
意思決定の数理

など
健康科学 ⾳楽 海のミクロ⽣物
キャリア⼊⾨ ⼈の健康について 学⽣⽣活と健康
キャリア実践 医療従事者の実践とキャリア 経験学習実践論

など 芸術
など

プラネタリーヘルス⼊⾨ 異⽂化理解の実際
⽇本のことばと世界のことば ⻑崎歴史⽂化学
健康経済と国際社会 Nagasaki StudiesⅡ
陶磁器からみた⽂化の多様性 インド⼊⾨

など など

グローバルか
つ地域の視点
から多様性を
理解しようと
する態度・志
向性

主
と
し
て
養
わ
れ
る
資
質

教養基礎科⽬ プラネタリーヘルス科⽬ 選択科⽬／留学⽣⽤科⽬

社会に貢献で
きる市⺠とし
て求められる
多様な基礎的
知識

⾃主的に考え
発信する能⼒

論理的・批判
的に物事を考
える能⼒

⽇本語および
英語などによ
るコミュニ
ケーションを
⾏う能⼒

数量的スキル

継続的に学び
⾃らを⾼め変
⾰しようとす
る態度

情報リテラ
シー
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【令和３年度以降入学者】 

長崎大学の教育プログラムは，教養教育と専門教育で構成されます。 

教養教育では，大学入学時までに培われてきた総合的な学力を前提に，教養基礎科目，モジ

ュール科目，選択科目，また留学生にあっては留学生用科目を履修することで，社会に貢献で

きる市民として求められる多様な基礎的知識を学修し，自主的に考え発信する能力，論理的・

批判的に物事を考える能力，日本語および英語などによるコミュニケーションを行う能力，数

量的スキル，情報リテラシーなどのいわゆる汎用的技能，ならびに継続的に学び自らを高め変

革しようとする態度，他者と協調・協働して問題解決にあたる態度，自らに課せられた責任を

全うする態度，グローバルかつ地域の視点から多様性を理解する態度・志向性を身につけます。 

 知識や理解，汎用的技能についてはそれぞれの授業において，態度・志向性については種々

のアンケートやテストによって伸長の度合いを確認します。 

専門教育では，教養教育で培われた力をさらに伸ばすとともに，専門的な知識・技能，高い倫

理観，ならびにそれぞれの分野・領域に特有の汎用的技能，態度・志向性を身につけます。 

 授業は講義，演習，実験，実習等の形式で行われます。授業には学生の主体性や協働性を涵養

するようアクティブ・ラーニングを促す手法や少人数による教育を積極的に取り入れます。 

授業の成績評価は，定期試験の結果，レポートや課題，ディスカッション，プレゼンテーショ

ンの成果，授業やゼミナールへ取り組む意欲・態度などの観点から行います。評価の結果，学修

成果が一定の水準に達したと担当教員が認めた場合に単位が認定されます。 

 すべての授業科目で，学生が自らの学修の振り返りを行うための授業アンケート（受講ふり

返り）を実施します。このアンケートはそれぞれの授業改善のためにも活用されます。さらに，

入学時，卒業時の意識調査や学修行動調査等を実施することで学生の学修達成状況を把握し，

その結果を大学教育の常なる改善に役立てます。 

学生は学修ポートフォリオシステムに自らの学修成果を随時蓄積します。学修ポートフォリ

オを振り返ることで自らの成長の軌跡を確認することができます。また，学修ポートフォリオ

はメンター教員による学生への指導・助言の資料として利用されます。さらに，卒業時には大

学における学修成果の総合評価のための資料としても活用されます。 
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科目に関する別表（令和３年度以降入学者） 

科目等 

資質等 
教養基礎科目 教養モジュールⅠ科目 教養モジュールⅡ科目 

選択科目／ 

留学生用科目 

主
と
し
て
養
わ
れ
る
資
質

社会に貢献できる

市民として求めら

れる多様な基礎的

知識 

企業活動と社会 

グローバル化時代の社会問題 

老いと健康 

ビギナーのための有機化学 

人から見た水産業 

対人関係を考える など 

マーケティング論

美術

疾病と薬物治療

生態系と社会

環境関連法とアセスメント

構造物の世界 など

日本国憲法 

お金を通して社会・人間

を考える 

ボランティアを通して地

域を知る 

解放講座 

法学入門 など 

自主的に考え発信

する能力 

初年次セミナー 情報化の役割と課題 

海洋食料資源の応用 

ことばの世界 

ストレスと健康 など

身のまわりの科学 

高齢化社会と地域医療・薬と

のかかわり 

芸術活動と社会 

口腔から始まる健康 

食の科学 など 

キャリア開発Ⅱ「プレゼ

ンテーション基礎」

疾病の回復を促進する薬

One Health～人、動物、

環境(生態系)の健康を一

つに考えよう など

論理的・批判的に

物事を考える能力 

情報と社会 

対人関係の社会学 

BSE 問題を振り返る 

新型コロナパンデミックと子

宮頸癌ワクチンを考える 

経済活動と社会 

体の仕組み など 

経済学 

分子設計と合成化学 

廃棄物と土壌・地下水汚染 

ゲーム理論入門 など 

ウイルスと進化

芸術の世界

工学から見た安全安心

（エネルギーと資源）

など

日本語および英語

などによるコミュ

ニケーションを行

う能力

語学 

（総合英語Ⅰ-Ⅲ 

英語コミⅠ-Ⅲ 

ドイツ語Ⅰ-Ⅳ 

フランス語Ⅰ-Ⅳ

中国語Ⅰ-Ⅳ

韓国語Ⅰ-Ⅳ

など）

日本語と社会 

ことばの世界 

日本語上級Ⅰ-Ⅱ 

オランダの言語

オランダの文化

コミュニケーション基礎

実践

モノポリーで学ぶ教養と

してのビジネス

文字と社会 など

情報リテラシー 情報基礎 情報の活用 

情報社会の安全と安心 

社会とマスメディア 

暮らしの中の物理 など 

社会生活における情報活

用術 

数量的スキル データサイエンス概論 

統計学概論 

電気の物理とその応用 統計解析の初歩 

意思決定の数理 

経営情報と会計情報 

データの科学 

基礎数学 

身の回りの物理科学 

物理科学 

継続的に学び自ら

を高め変革しよう

とする態度 

健康科学 

キャリア入門

企業の仕組みと行動 

音楽 

人の健康について 

芸術 

健康増進 

ジェネティックスとエピジェ

ネティックスの違い

栄養と健康 

海のミクロ生物 

学生生活と健康 

経験学習実践論 

芸術と文化 など 

グローバルかつ地

域の視点から多様

性を理解しようと

する態度・志向性 

プラネタリーヘルス入

門 

日本のことばと世界のことば 

人口学で見る世界の多様性 

国際環境法 

異文化接触とコミュニケーシ

ョン 

など 

環境と社会 

法と人権の多様性 

音楽と社会 

持続可能な社会づくり 

海洋の生物と科学 など 

アフリカ入門

異文化理解の実際

長崎歴史文化学

Nagasaki StudiesⅡ

など
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【令和２年度以前入学者】 

長崎大学の教育プログラムは，教養教育と専門教育で構成されます。 

 教養教育では，大学入学時までに培われてきた総合的な学力を前提に，教養基礎科目，モジ

ュール科目，自由選択科目，また留学生にあっては留学生用科目を履修することで，社会に貢

献できる市民として求められる多様な基礎的知識を学修し，自主的に考え発信する能力，論理

的・批判的に物事を考える能力，日本語および英語などによるコミュニケーションを行う能力，

数量的スキル，情報リテラシーなどのいわゆる汎用的技能，ならびに継続的に学び自らを高め

変革しようとする態度，他者と協調・協働して問題解決にあたる態度，自らに課せられた責任

を全うする態度，グローバルかつ地域の視点から多様性を理解する態度・志向性を身につけま

す。 

知識や理解，汎用的技能についてはそれぞれの授業において，態度・志向性については種々

のアンケートやテストによって伸長の度合いを確認します。 

専門教育では，教養教育で培われた力をさらに伸ばすとともに，専門的な知識・技能，高い倫理

観，ならびにそれぞれの分野・領域に特有の汎用的技能，態度・志向性を身につけます。 

 授業は講義，演習，実験，実習等の形式で行われます。授業には学生の主体性や協働性を涵養

するようアクティブ・ラーニングを促す手法や少人数による教育を積極的に取り入れます。 

授業の成績評価は，定期試験の結果，レポートや課題，ディスカッション，プレゼンテーショ

ンの成果，授業やゼミナールへ取り組む意欲・態度などの観点から行います。評価の結果，学修

成果が一定の水準に達したと担当教員が認めた場合に単位が認定されます。 

 すべての授業科目で，学生が自らの学修の振り返りを行うための授業アンケートを実施しま

す。このアンケートはそれぞれの授業改善のためにも活用されます。さらに，入学時，卒業時の

意識調査や学修行動調査等を実施することで学生の学修達成状況を把握し，その結果を大学教

育の常なる改善に役立てます。 

学生は学修ポートフォリオシステムに自らの学修成果を随時蓄積します。学修ポートフォリ

オを振り返ることで自らの成長の軌跡を確認することができます。また，学修ポートフォリオ

はメンター教員による学生への指導・助言の資料として利用されます。さらに，卒業時には大

学における学修成果の総合評価のための資料としても活用されます。 
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科目に関する別表（令和２年度以前入学者） 

科目等 

資質等 
教養基礎科目 全学モジュールⅠ科目 全学モジュールⅡ科目 

学部モジュ

ール科目 

自由選択科目 

/留学生用科目 

主
と
し
て
養
わ
れ
る
資
質

社会に貢献できる

市民として求めら

れる多様な基礎的

知識 

経済活動と社会 

ビギナーのための生物学 

リスク社会と社会科学

など

分子設計と合成化学 

環境問題の歴史から学ぶ 

医療現場の安全と安心 

有害化学物質の管理と処理 

廃棄物のマネジメント 

など 

各学部の 

入門科目に

記載 

日本国憲法 

自主的に考え発信

する能力 

初年次セミナー 暮らしの中の情報科学 

身の回りの中の物理科学 

暮らしの中の物理 

暮らしの中の化学 など 

市民運動・NGO と核兵器廃

絶 

音表現とグループ・プロセ

ス 

芸術活動と社会 

音楽と社会 など 

平成長崎塾 

論理的・批判的に

物事を考える能力 

健康と医療の安全・安心 

科学と技術の安全・安心 

経済と生活の安全・安心 

核兵器とは何か など 

コミュニケーションの生物

学・臨床医学

廃棄物と土壌・地下水汚染 

薬草・健康食品と病気

など

日本語および英語

などによるコミュ

ニケーションを行

う能力

語学 

（総合英語Ⅰ-Ⅲ 

英語コミュニケー

ションⅠ-Ⅲ

ドイツ語Ⅰ-Ⅳ

フランス語Ⅰ-Ⅳ

中国語Ⅰ-Ⅳ

韓国語Ⅰ-Ⅳ

など）

自然の科学 

グローバル人材へのリテラ

シー

人間関係の社会学

企業の仕組みと行動

教育原理

海洋の生物と科学 

日本語と社会 

ことばの世界 

日本語上級Ⅰ-

Ⅱ 

オランダの言語 

情報リテラシー 情報基礎 情報の活用 

計算機の科学 

情報社会の安全と安心 

など 

情報と社会 

プログラミング入門 

ソフトウェアの利用技術

情報化時代の仕事術

など

数量的スキル データの科学 

継続的に学び自ら

を高め変革しよう

とする態度 

健康科学 

キャリア入門

ビギナーのための物理化学 

被ばくと社会 

メディア・コミュニケーシ

ョン基礎 など

経営情報と会計情報 

育児リテラシー入門 

企業行動と戦略 

社会科学からみた安全・安

心 など 

キャリア実践

グローバルかつ地

域の視点から多様

性を理解しようと

する態度・志向性 

長崎地域学 海の生物と多様性 など 環境と社会 

生態系と社会 

国際援助と公的部門の役割 

共生へのチャレンジ 

異文化接触とコミュニケー

ション など

日本事情 
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長崎大学のアドミッション・ポリシー 

長崎大学は入学者に以下の資質・素養を求めます。 

・ 専門的な知識や技術の習得に必要な知識・技能・理解の基礎が充実している。

・ ものごとの本質を学修するために必要となる基礎的な論理的・批判的思考力，判

断力がある。

・ 日本語・英語・その他の外国語で積極的にコミュニケーションを行おうとする姿

勢とその基盤となる基礎的な言語運用力を持っている。

・ 自ら考えようとする態度がある。

・ 自らを高めるために継続的に学ぼうとする態度・意欲がある。

・ 多様性を認め，他者と協働しようとする態度がある。

・ 国際社会，地域社会への関心を持っている。

本学では，これらの資質・素養を大学入学共通テスト，個別試験，調査書，小論文・

課題論文，実技，面接等により総合的に評価し，入学者の選抜を行います。 

8




